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（本論文ノ内容,ハ第16同日本結核病學會二於テ螢表セＯ

　　　　　　　　

第一章緒論

「レチチン」乳化液ノ注射二依り肝臓糖原質量テ

減少セシメ得ル事.ハCruto, Alfanso,長尾、

大友、吉田ノ諸氏二依り報告セラレタ所デア

ル．而シテ肝臓糖原質量ヲ減少セシｙタル場合

ノ肝臓機能二就テノヽ、吉田ノヽ10％「レチチン」

乳化液ヲ･家兎二膿重毎肛10c.ｃ･静脈内二注射シ、

糖液ヲ’経口的二投典シテ肝臓糖原質生成能カエ

就テ検セルニ．著シク障碍セラレタルヲ認ノ･タ

ト言フニ反シ、長尾ハ同様ニ「レチチン」列主

射シ糖液ヲ屈

生成能カヲ検シ正常二維持セラレルトイフ。叉

松岡ノヽ3χ「lノチチン｣乳化液ヲ'家兎二醵重毎厄

５乃至lOcc瀞脈内二注射シタル後肝臓ノ色素

排泄機能ラ検査シタルニカヘツテ充進セルヲ一認

ノ･タト４フ。長尾、松岡ノ説ク所。・ヽ肝臓糖原質

量ノ大小が肝臓機能二影響アリトナス従来諸家

ノ見解ト對比シ注目二價スル事賞デアル、

　

ココ

ニ於テ余ノヽ｢レチチン｣注射ニョリ肝臓糖原質量

列

ン｣代謝機能二就テ検索ヲ行ツタ。

第二章賓験方法

２厄内外ノ白色雄性成熟家兎デ一日量雪花菜

300瓦、野菜50瓦ヲ'以テ賓験前少クトモ１週間

飼養シタノレモノラ片1ヒ、｢レチチン｣ハ｢メルク｣

製｢オボ1ノチチン｣ヲ用ヒ蒸紹水ラ以テ20％乳

化液サ作りコレラ･家兎一膿重毎厄10c£ヲ右耳

静脈二注射シ、注射後。・ヽ絶食セシム。「トリプ

トフ、－ン」負荷試験方法ノヽ第一報二記載セル所

二順フ。

　　　　　　　　　　

第三章

　

賓験成績

第一項「レチチン」注射６時間後二於ケル「トリプトフ。－ン」負荷試験

　　　　　　　　　

第１例

　

家兎10彼

　

2.300kg

「ト」負荷直前 「ト」負荷
２時間後 ４時間後 ６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時
0.19

(6.48)
　0.8

(24.8)
　0.5

(15.5)
　0.5

(16.0)
　0.25

(7.8)

「レ’」　注　射　後
0

(O)
　0.81

(30.95)
　0.48

(11.88)
　0.4

(10.88)
0.28

(8.99)

９づれｙJ≒ ニジテ括弧内ハ「ウロクロモゲｙ」ナリ、以下之二順ズ
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第２例

　

家兎11琥

　

2.030kg

「ト」負荷直前 「ト」負荷
２時間後

４時間後 ６時間後 ８時間後

健　　　常　　　時
0.11

(4.9ｯ
　0.92　1　　　0.3

（55.2）　，臼4）

0.18
65 .4）

0.13
(3.6)

「l/」　註　射　後
0.18
C3.3ﾘ

　0.5　　　　　　0.44

（10）　　　（5.5）

０．３

r5.2)
0.16

ぐ2.66）

‐

‐

‐

’

第３例

　

家兎13琥

　

1.870kg

- -

健

「レ」

常
一一

注

　

射

第二項

時

後

ト｣負荷直前
-

0｡08

C2.06）
一一
０．１

ぐ2.2)

２時間1
-

　

0．6
r3i.5)
一一

　

0.5

　

ﾀﾞ9)

４時間後

-

　

0.3
(10.56)

ｒ
へ

０．3

3.6

６時間後

-
0.13

(3.4ﾝ

　

０．２

ぐ3.0

！

８時間後

　

0.1

j2.01）
一一

　

0.13

ダ2.0）

「レチチン」注射12時間後二於ケル「トリプトフ。－ン」負荷試験

　　　　　　

第１例

　

″家兎14琥

　

2.135 kg

７ト」負荷直前‘21ysk呂箆 ４時間後 ６時間後　ｉ　８時間後

健　　　常　　　時
0.08　　・　　0.38

(5.72)　（13）
0.23

(5.5つ
0.11

(3.63)
0.06

(1.8)

「ﾚ’」　　註　　射　　後
0.08　　　　0.35

(lA)　　吋2）
0.23

(5.0ﾝ
0.13

(2.0) 　０．１r2.2)

第２例

　

家兎17琥

　

2.380kg

「ト負荷直前 ’ト」負荷
２時問後

４時間後　　６時間後　ｉ　８時間後

健　　常　　“（　昔且
　0.67

QI.6） 　0.47ri2.73)
　0.13

　(2.4)
一一
　0.ご5

　r2.o
　　　ノ

　0.14r2.i)

≒」註　射　後．　ぶぷ）
　0.81

ﾀﾞ21.44)
　0.42r9.o)

0.12

(2.28)

一一

健

‥ － 一 一 一 一

常
－ 一 一 一 一 一 －

「レ。

　

注

　

」」

　　

第三項

時

後

第３例

　

家兎18跳

　

2.450kg

「ト」負荷直前1

　

2

0.1
(2.4

0｡08

1.4)

例り
】

第

ト」

時

　

0

(11
-

　

0

(20

問

一一

.4

.4

後

58

2 51
　

ｙ
ｙ

４時間後

0｡12

2.6う
-

０．

９６．

18

0｀）

琥

　

2.420kg

６時間後

0｡13
2.4;

－ -

８時間後

一一
〇.06

(1.2ﾘ
- - －

０ 06

一 一

115

0｡13
(2.2)

「レチチン」注射18時間後二於ケル「トリプトフ，－

　　　　　　

第１例

　

家兎23貿

　

2.300kg

ﾝ｣負荷試験

「l｀」負荷直前　12≒呂位　　４時間後

　　　一一一　　　0.07　　　　　1.25　　　　　0.36
　　18,辻　　（60）　　　（8/

６時間後 ８時間後

　0.04
、D

　0.08
(2.0)

健　　　常　　　時 0.13

々.2）

「レ」　　注　　射　　後
　0.1

(2.1)
　0.75

(34.2↓）
0.24

(5.46)
　0.1

(2.6)

　　　　　　　　－一一

健　　　常　　　時

ﾔ≒負荷直今　1214昌之

　　0.1　　　　1.0　‾

　　ぐ1.84)　　　（42ﾝ

４時間後　１　６時間後　　８時間後

　　_‥　　　　　　　　　　　　　　　　＿_____＿
　0.22　　　　　0.14　　　　　0.09

（ﾝ↓.8）　　　沼.6）　　(2.0)

「レ」　　汪　　射　　後
0.06

(1.08)
　0.5
(10)

0.22

(4)
0.13　　　0.1
C2.2)　　ri.43)
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第３例

　

家兎26琥

　

2.450kg

i「1ヽ」負荷直前 霖聶1な　　4時間後　　6時間後 ８時間後

健　　　常　　　時
0.15　　　　　0.76　　　　　0.33　　　　　0.2　　　1　　0.12

（4.5ﾗ　　（57し　　　i (15)　　　（7.5）　　（3.4）

「レ」　注　射　後
0.11　　1　　！.0　　　　0.31　　　　0.16　　　　0.13
⑤　　・　ｿﾞ43）　　！　(9.79)　｜　ぐ5.95)　　C3.4)

第四項「レチチン」注射24時間後二於ケル「トリプトフ，－ン」負荷試験

　　　　　　　　　　

第１例

　

家兎21琥

　

2.560 kg

て1｀」負荷直府　’21iぶ聶laj　l　4時間後 ６時間後 ８時間後

健　　常　　時　，t3?　０．４ai.2)
0.27

(6.8ﾌﾞ
0.08

(1.8)

0.08
(1.0)

「L/J　　　i］lﾐ　　　Ｊl」･　　　後　・　　ぶぅo6
　0.47

(15.4)
0.3

(5)
0.15

(3ﾉ

0.09

(1.3)

健

　　　

常

　　　

時

---

「l／」

　

注

　

射

　

後

健

　　　

常

　　　

時

-一一

「レ」

　

注

　

射

　

後

第２例

　

家兎22琥

　

2.150kg

り・｣皿皿声

　

霖聶la

　　　　　　　　

=〃=

　

I--ﾐF--
0.09

　　

1

　　　

0．4

2Aj

　　

l

　

(5.4)

0

(2

12

0｀）

一一

0.65

(20.5

第３例

　

家兎28琥

り｣負荷直前

　

14W爵lal

0｡1
(3.22)

--一一

　

1.3

(84.32^
一一

　

1.82

(124.44)

４時間後

　

0.28

　　

1

（17.1）

　

｜

0.25

2｡370 kg

㎜
4時間後

　

0.2

　

(T7.5)
一一

　

0.67
(24.42)

第四章

　

總括及ビ考察

「レチチン」注射ニョリ肝臓糖原質ヲ･減少セシ

メ、「トリプトフ、－ン」負荷試験ヲ行ヒタルニ、

健常時ト比シ何等著明ナル良化ヲ認ｙ得ナカツ

タ、故二少クトモ肝臓ノ「トリプトフ。一ン」代

謝機能ノヽ肝臓糖原質量ノ多少ト・ヽ直接二何等ノ

開係テモ有シナ４コトガ明カトナツタ。

サテ結核患者二於テ顕著ナル「ウロクロモゲン」

尿ヲ呈スルトキ、「ヴ4タミンJB、「チオ」硫酸曹

達等ヲ投典シテ尿中「ウロクロモゲン」量ラ容易

６時

0．1

(3．0)
--
0.11

６時間後

　

｜

0。1

(3.64)

一一

　

0.23

ぐ5.4｀)

８時間後

"-

　

0．05
(1．0)

0．11

８時間後

　0.09
(2.53)

0.1
(2.5)

【第17 巻

ニ減少セシノ得ルT］トハ既二渡辺博士次デ余ノ

澄明セル所デアルガ、カカル場合ニソレ等ノ操

作が肝臓糖原質ヲ噌加セシノルコ1ヽが第一義デ

アツテ、次デ肝臓機能ヲぐ沈進セシｙ尿中「ウロ

クロモゲン」量ノ減少テ来サシムルモノト考ヘ

ル事ペ

トフ、－ン」代謝機能ノ上ニハ肝臓糖原質量ノ多

少が直接ノ意味テ持タタコトガ茲二明カユサl／

タノデアノレ。

第五章結論

肝臓ノ「トリプトファーン」代謝機能。・ヽ肝臓糖原

質量ノ多少トノヽ何等ノ開係テモ有セズ。

潤筆二臨ミ不断ノ御鞭捷ト木稿ノ御校閲尹賜ノヽ

リシ院長太繩I専士及ビ御指導、御校閲ヲ賜ノリ



シ渡逡博士二謝意ヲ表ス。
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大阪帝大市原助教授二萬腔ノ感謝ヲ佐クTつ
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